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『
訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本
の
増
補
改
訂

―
寛
文
六
年
初
版
本
へ
の
回
帰
―
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摘
要

日
本
第
一
部
图
解
百
科
事
典
︽
训
蒙
图
彙
︾
初
版
刊
行
后
︐
先
后
刊
行
了
増
补
改
订

版
等
︒
本
论
文
旨
在
阐
明
宽
政
版
本
向
宽
文
六
年
初
版
回
归
的
倾
向
并
试
图
探
明
其
原
因
︒

キ
ー
ワ
ー
ド
：
訓
蒙
図
彙
　
寛
政
版
本
　
増
補
改
訂 
寛
文
六
年
初
版
本
　
回
帰
　

は
じ
め
に

今
日
に
伝
存
す
る
『
訓
蒙
図
彙
』
の
主
要
な
版
本
に
︑
次
の
四
種
類
が
あ
る︶

1
︵

︒

　
①
寛
文
六
年
︵
一
六
六
六
︶
刊
　
初
版
『
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻

　
②
寛
文
八
年
︵
一
六
六
八
︶
刊
　『
増
補
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻

　
③
元
禄
八
年
︵
一
六
九
五
︶
刊
　
増
補
改
訂
版
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
』
二
一
巻

　
④ 

寛
政
元
年
︵
一
七
八
九
︶
刊
　
増
補
改
訂
版
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
大
成
』
二
一

巻

本
稿
は
︑
こ
の
う
ち
︑
③
元
禄
版
本
か
ら
④
寛
政
版
本
へ
の
増
補
改
訂
の
プ
ロ
セ
ス
を

検
討
し
︑
④
寛
政
版
本
の
体
裁
が
①
初
版
本
へ
の
回
帰
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
︒

一
、『
訓
蒙
図
彙
』
項
目
の
増
補
改
訂

表
１
は
︑
③
元
禄
版
本
を
基
準
と
し
て
︑
④
寛
政
版
本
が
増
補
し
た
項
目
と
削
除
し
た

項
目
を
︑
巻
ご
と
に
整
理
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒

 

表
１
・『
訓
蒙
図
彙
』
の
項
目
の
増
補
改
訂
―
元
禄
版
本
か
ら
寛
政
版
本
へ
―

増
補
項
目

削
除
項
目

巻
一
・
天
文

巻
二
・
地
理

嶽
︑
峠
︑
森
︑
沼
︑
藪 ︵
計
5
︶

巻
三
・
居
処

巻
四
・
人
物

巻
五
・
身
体

巻
六
・
衣
服

巻
七
・
宝
貨

巻
八
・
器
用
一

三
絃

巻
九
・
器
用
二

巻
十
・
器
用
三

樚
櫨

巻
十
一
・
器
用
四
土
瓶

穵
子

巻
十
二
・
畜
獣

牛
角
︑
狸
力
︑
狌
狌
︑
猙
︑
猼
訑
︑

𢕟
𢓨
︵
計
6
︶

巻
十
三
・
禽
鳥

鶲
︑
鶖
︑
羽
斑
鷸
︑
鴋
︑
鶁
︑
椋

鳥
︑
菊
戴
︑
文
鳥
︑
四
十
雀
︑
山

雀
︑
小
雀
︑
繍
眼
児
︑
尾
長
︑
駒

鳥
︑
九
官
︑
風
鳥
︑
喉
紅
鳥
︑
深
山

頬
白
︑
黄
雀
︑
蒼
鷺
︑
葦
雀
︑
雉

鳩
︑
犳
鴫
︑
都
鳥
︑
音
呼
︵
計
25
︶

萑
鶏
︑
鷓
鴣
︑
鵺
︑
喚
子
鳥
︑
姑
獲

鳥
︑
石
食
鳥
︑
畢
方
︑
竦
斯
︑
數

斯
︑
䴅
︑
蠻
蠻
︵
計
11
︶

巻
十
四
・
龍
魚

鱪
︑
河
蝦

烏
賊
b
︑
人
魚

巻
十
五
・
虫
介

燈
蛾
︑
殻
︑
蛻
︵
計
3
︶

蠁
︑
殻
a
︑
殻
b
︑
殻
c
︑
殻
d
︑

蛇
蛻
︑
蟬
蛻
︵
計
7
︶

巻
十
六
・
米
穀

巻
十
七
・
菜
蔬

蒟
蒻

巻
十
八
・
果
蓏

巻
十
九
・
樹
竹

錦
帯
花
︑
箬

榧

巻
二
〇
・
花
草

芙
蓉
︑
剪
秋
羅
︑
剪
春
羅
︑
胡
蝶

花
︑
杜
若
︑
菖
蒲
︑
矍
麦
︵
計
7
︶
剪
羅
︑
石
蒜

巻
二
一
・
雑
類

韋
馱
天
︑
鐘
馗
︑
伏
義
︑
神
農
︑
倉

頡
︑
皇
帝
︑
不
動
明
王
︑
巨
霊
人
︑
張

九
哥
︑
西
王
母
︑
通
玄
︑
衣
通
姫
︑
人

麿
︑
赤
人
︑
白
楽
天
︑
東
坡
︑
晋
王
羲

之
︑
小
野
道
風
︑
琴
︑
香
︑
蹴
鞠
︑
目

利
︑
筭
術
︑
諸
礼
︑
弓
︑
馬
︑
釰
銜
︑

囲
碁
︑
将
碁
︑
茶
湯
︑
立
花
︑
山
伏
︑

鷹
匠
︑
能
︑
狂
言
︑
浄
留
理
太
夫
︑
三

絃
︑
小
弓
︑
芝
居
役
者
︑
人
形
芝
居
︑

軽
業
︑
鉢
敲
︑
鹿
嶋
事
觸
︑
猿
舞
︑
万

歳
楽
︵
計
45
︶

猩
々
b
︑
天
狗
︑
傅
大
士
︑
元
三
大

師
︑
弘
法
大
師
︑
臨
済
大
師
︑
洞
山
大

師
︑
栄
西
禅
師
︑
道
元
禅
師
︑
鑑
真
和

尚
︑
行
基
菩
薩
︑
親
鸞
上
人
︑
法
然
上

人
︑
日
蓮
上
人
︑
初
平
︵
計
15
︶

 （9）
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表
１
の
巻
二
一
雑
類
に
つ
い
て
両
者
を
比
較
す
る
と
︑
④
寛
政
版
本
は
③
元
禄
版
本
を

改
訂
す
る
箇
所
が
多
い
︒
つ
ま
り
︑
④
寛
政
版
本
は
︑
③
元
禄
版
本
と
は
異
な
る
基
準
で

項
目
を
取
捨
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

そ
こ
で
次
に
︑
③
元
禄
版
本
を
基
準
と
し
て
︑
④
寛
政
版
本
の
改
訂
の
過
程
を
検
討
す

る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
④
寛
政
版
本
が
︑
③
元
禄
版
本
の
項
目
を
統
合
︑
ま
た
は
削
除
し

て
い
る
状
況
を
検
証
し
︑
こ
れ
ら
④
寛
政
版
本
の
改
訂
が
︑
い
ず
れ
も
①
初
版
本
へ
の
回

帰
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
き
た
い
︒

二
、
元
禄
版
本
の
項
目
の
統
合

③
元
禄
版
本
は
︑
①
初
版
本
の
項
目
を
細
分
化
し
て
い
た︶

2
︵

︒
一
方
︑
④
寛
政
版
本
の
次

の
項
目
に
は
︑
③
元
禄
版
本
が
①
初
版
本
を
細
分
化
し
た
項
目
を
再
び
統
合
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
︑
①
初
版
本
の
形
式
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
︒

①
初
版
本
﹁
轆
轤
﹂
↓
③
元
禄
版
本
﹁
轆
轤
﹂﹁
樚
櫨
﹂
↓
④
寛
政
版
本
﹁
轆
轤
﹂

①
初
版
本
﹁
笄
﹂  

↓
③
元
禄
版
本
﹁
笄
﹂﹁
穵
子
﹂　
↓
④
寛
政
版
本
﹁
笄
﹂

①
初
版
本
﹁
角
﹂  

↓
③
元
禄
版
本
﹁
角
﹂﹁
牛
角
﹂　
↓
④
寛
政
版
本
﹁
角
﹂

① 

初
版
本
﹁
殻
﹂　
↓
③
元
禄
版
本
﹁
殻
a
﹂﹁
殻
b
﹂﹁
殻
c
﹂﹁
殻
d
﹂
↓
④
寛
政
版

本
﹁
殻
﹂

①
初
版
本
﹁
蛻
﹂　
↓
③
元
禄
版
本
﹁
蛇
蛻
﹂﹁
蝉
蛻
﹂
↓
④
寛
政
版
本
﹁
蛻
﹂

紙
幅
の
都
合
上
︑
こ
こ
で
は
次
の
一
例
の
み
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
︒

表
２
は
︑
①
初
版
本
﹁
轆
轤
﹂
の
一
項
目
が
︑
③
元
禄
版
本
で
は
﹁
轆
轤
﹂﹁
樚
櫨
﹂

の
二
項
目
に
細
分
化
さ
れ
︑
さ
ら
に
再
び
︑
④
寛
政
版
本
で
は
﹁
轆
轤
﹂
一
項
目
へ
と
改

訂
さ
れ
た
過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る︶

3
︵

︒

表
２
か
ら
︑
第
一
に
︑
①
初
版
本
﹁
轆
轤
﹂
を
︑
③
元
禄
版
本
は
﹁
轆
轤
﹂﹁
樚
櫨
﹂

の
二
項
目
に
細
分
化
す
る
︒

ま
ず
︑
①
初
版
本
﹁
轆
轤
﹂
本
文
は
和
名
﹁
く
る
ま
き
﹂
を
あ
げ
︑﹁
鹿
盧
﹂﹁
樚
櫨
﹂

と
同
じ
と
注
す
る
︒

く
る
ま
き
︒
鹿
盧
︑
樚
櫨
並
同
︒

①
初
版
本
﹁
轆
轤
﹂
の
図
像
に
は
﹁
轆
轤
﹂﹁
滑
車
﹂
の
二
つ
が
描
か
れ
て
い
る
︒
左

に
井
戸
の
上
に
縄
を
巻
い
た
轆
轤
︑
そ
の
右
に
釣
瓶
を
上
下
す
る
た
め
の
滑
車
で
あ
る
︒

次
に
︑
③
元
禄
版
本
﹁
轆
轤
﹂
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

轆
轤
は
水
を
く
む
と
き
︑
つ
る
べ
を
か
く
る
具
な
り
︒
く
る
ま
き
と
い
ふ
︒
又
独
楽

さ
い
く
に
轆
轤
と
い
ふ
物
有
︒

③
元
禄
版
本
﹁
轆
轤
﹂
の
本
文
は
︑﹁
轆
轤
﹂
の
用
途
﹁
水
を
く
む
と
き
︑
つ
る
べ
を

か
く
る
具
な
り
﹂
を
具
体
的
に
注
し
︑
和
名
﹁
く
る
ま
き
﹂
を
記
す
︒
ま
た
︑﹁
独
楽
さ

い
く
︵
独
楽
細
工
︶﹂
に
も
﹁
轆
轤
﹂
が
あ
る
と
注
す
る
︒

③
元
禄
版
本
﹁
轆
轤
﹂
の
図
像
は
滑
車
の
み
を
描
く
︒
こ
の
図
像
が
①
初
版
本
﹁
轆

轤
﹂
の
右
に
描
か
れ
た
滑
車
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
︒
つ
ま
り
︑
③
元

禄
版
本
は
︑
釣
瓶
を
上
下
す
る
た
め
の
滑
車
を
︑
別
に
﹁
轆
轤
﹂
と
し
て
掲
出
し
た
の
で

あ
る
︒

ま
た
︑
③
元
禄
版
本
﹁
樚
櫨
﹂
の
本
文
は
︑﹁
樚
櫨
﹂
の
用
途
﹁
水
を
く
む
物
﹂
を
記

す
︒

樚
櫨
　
図
の
ご
と
し
︒
水
を
く
む
物
︒

③
元
禄
版
本
﹁
樚
櫨
﹂
の
図
像
は
︑
①
初
版
本
﹁
轆
轤
﹂
の
左
の
部
分
を
踏
襲
し
︑
別

に
﹁
樚
櫨
﹂
を
掲
出
す
る
︒

第
二
に
︑
③
元
禄
版
本
の
﹁
轆
轤
﹂﹁
樚
櫨
﹂
の
二
項
目
が
︑
④
寛
政
版
本
で
は
︑
再

び
﹁
轆
轤
﹂
一
項
目
に
統
合
さ
れ
て
い
る
︒
両
者
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

③
元
禄
版
本
﹁
轆
轤
﹂
本
文

表
２
・�『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
「
轆
轤
」
→
元
禄
版
本
「
轆
轤
」「
樚
櫨
」
→
寛
政

版
本
「
轆
轤
」

『
訓
蒙
図
彙
』

寛
文
六
年
版

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本

轆
轤
︵
巻
十
・

　
　
器
用
三
︶
轆
轤
︵
巻
十
・
器
用三

︶
樚
櫨
︵
巻
十
・
器
用三

︶
轆
轤
︵
巻
十
・
器
用
︶

- 3 -

目
利
、
筭
術
、
諸
礼
、
弓
、
馬
、
釰
銜
、
囲
碁
、
将
碁
、
茶
湯
、
立
花
、
山
伏
、
鷹
匠
、
能
、

鸞
上
人
、
法
然
上
人
、
日
蓮
上
人
、
初
平
（
計

）
15

狂
言
、
浄
留
理
太
夫
、
三
絃
、
小
弓
、
芝
居
役
者
、
人
形
芝
居
、
軽
業
、
鉢
敲
、
鹿
嶋
事
觸
、

猿
舞
、
万
歳
楽
（
計

）
45

表
２
・

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
「
轆
轤
」
→
元
禄
版
本
「
轆
轤

「
樚
櫨
」
→
寛
政
版
本
「
轆
轤
」

『

」

寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
三
）

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
三
）

樚
櫨
（
巻
十
・
器
用
三
）

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
）

表
３
・

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
「
猩
猩
」
→
元
禄
版
本
「
猩
々

「
猩
々

」
→
寛
政
版
本
「
猩
猩
」

『

」

b

- 3 -

目
利
、
筭
術
、
諸
礼
、
弓
、
馬
、
釰
銜
、
囲
碁
、
将
碁
、
茶
湯
、
立
花
、
山
伏
、
鷹
匠
、
能
、

鸞
上
人
、
法
然
上
人
、
日
蓮
上
人
、
初
平
（
計

）
15

狂
言
、
浄
留
理
太
夫
、
三
絃
、
小
弓
、
芝
居
役
者
、
人
形
芝
居
、
軽
業
、
鉢
敲
、
鹿
嶋
事
觸
、

猿
舞
、
万
歳
楽
（
計

）
45

表
２
・

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
「
轆
轤
」
→
元
禄
版
本
「
轆
轤

「
樚
櫨
」
→
寛
政
版
本
「
轆
轤
」

『

」

寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
三
）

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
三
）

樚
櫨
（
巻
十
・
器
用
三
）

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
）

表
３
・

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
「
猩
猩
」
→
元
禄
版
本
「
猩
々

「
猩
々

」
→
寛
政
版
本
「
猩
猩
」

『

」

b

- 3 -

目
利
、
筭
術
、
諸
礼
、
弓
、
馬
、
釰
銜
、
囲
碁
、
将
碁
、
茶
湯
、
立
花
、
山
伏
、
鷹
匠
、
能
、

鸞
上
人
、
法
然
上
人
、
日
蓮
上
人
、
初
平
（
計

）
15

狂
言
、
浄
留
理
太
夫
、
三
絃
、
小
弓
、
芝
居
役
者
、
人
形
芝
居
、
軽
業
、
鉢
敲
、
鹿
嶋
事
觸
、

猿
舞
、
万
歳
楽
（
計

）
45

表
２
・

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
「
轆
轤
」
→
元
禄
版
本
「
轆
轤

「
樚
櫨
」
→
寛
政
版
本
「
轆
轤
」

『

」

寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
三
）

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
三
）

樚
櫨
（
巻
十
・
器
用
三
）

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
）

表
３
・

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
「
猩
猩
」
→
元
禄
版
本
「
猩
々

「
猩
々

」
→
寛
政
版
本
「
猩
猩
」

『

」

b

- 3 -

目
利
、
筭
術
、
諸
礼
、
弓
、
馬
、
釰
銜
、
囲
碁
、
将
碁
、
茶
湯
、
立
花
、
山
伏
、
鷹
匠
、
能
、

鸞
上
人
、
法
然
上
人
、
日
蓮
上
人
、
初
平
（
計

）
15

狂
言
、
浄
留
理
太
夫
、
三
絃
、
小
弓
、
芝
居
役
者
、
人
形
芝
居
、
軽
業
、
鉢
敲
、
鹿
嶋
事
觸
、

猿
舞
、
万
歳
楽
（
計

）
45

表
２
・

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
「
轆
轤
」
→
元
禄
版
本
「
轆
轤

「
樚
櫨
」
→
寛
政
版
本
「
轆
轤
」

『

」

寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
三
）

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
三
）

樚
櫨
（
巻
十
・
器
用
三
）

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
）

表
３
・

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
「
猩
猩
」
→
元
禄
版
本
「
猩
々

「
猩
々

」
→
寛
政
版
本
「
猩
猩
」

『

」

b

 （10）
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轆
轤
は
水
を
く
む
と
き
︑
つ
る
べ
を
か
く
る
具
な
り
︒
く
る
ま
き
と
い
ふ
︒
又
独
楽

さ
い
く
に
轆
轤
と
い
ふ
物
有
︒

④
寛
政
版
本
﹁
轆
轤
﹂
本
文

轆
轤
は
水
を
く
む
つ
る
べ
に
か
く
る
具
な
り
︒
く
る
ま
き
と
い
ふ
︒
独
楽
ざ
い
く
に

轆
轤
と
い
ふ
物
あ
り
︒

両
者
の
本
文
は
字
句
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
︑
④
寛
政
版
本
は
③
元
禄
版
本
を

ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
︒

④
寛
政
版
本
の
各
項
目
の
図
像
は
︑
半
丁
も
し
く
は
見
開
き
一
面
に
集
約
さ
れ
て
い

る
︒﹁
轆
轤
﹂
の
図
像
は
︑
版
面
の
左
上
に
あ
る
︒
④
寛
政
版
本
﹁
轆
轤
﹂
の
図
像
は
︑

①
初
版
本
と
同
じ
く
二
つ
の
部
分
か
ら
成
る
︒
左
の
水
を
汲
む
装
置
の
図
像
は
①
初
版
本

と
同
じ
だ
が
︑
右
の
﹁
滑
車
﹂
は
や
や
形
が
異
な
る
︒

以
上
の
こ
と
か
ら
︑
④
寛
政
版
本
は
︑
本
文
は
③
元
禄
版
本
の
本
文
を
踏
襲
し
な
が
ら

も
︑
項
目
は
③
元
禄
版
本
の
立
て
た
二
項
目
を
一
項
目
に
統
合
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
︒

そ
も
そ
も
︑
③
元
禄
版
本
が
①
初
版
本
の
項
目
を
細
分
化
し
た
の
は
︑
項
目
の
版
面
を

縮
小
す
る
た
め
で
あ
っ
た︶

4
︵

︒
し
か
し
︑
④
寛
政
版
本
で
は
︑
図
像
が
版
面
に
占
め
る
割
合

と
ス
ペ
ー
ス
が
大
き
く
な
っ
た
︒
こ
れ
が
新
た
な
画
面
構
成
︑
図
像
効
果
を
工
夫
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒
こ
の
版
面
構
成
の
大
き
な
改
訂
は
︑
④
寛
政
版

本
が
③
元
禄
版
本
の
細
分
化
し
た
項
目
を
統
合
す
る
素
地
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ

る
︒ま

た
︑
③
元
禄
版
本
が
細
分
化
し
た
項
目
の
本
文
に
は
︑
随
所
に
重
複
が
み
ら
れ
る
︒

④
寛
政
版
本
の
撰
者
は
︑
③
元
禄
版
本
の
こ
の
欠
陥
を
認
識
し
た
う
え
で
︑
項
目
の
立
て

方
を
改
訂
し
︑
項
目
の
統
合
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

三
、
元
禄
版
本
の
増
補
項
目
の
削
除

③
元
禄
版
本
が
増
補
し
た
項
目
を
④
寛
政
版
本
が
削
除
す
る
方
法
に
は
︑
次
の
二
つ
の

類
型
が
あ
る
︒

︵
一
︶
③
元
禄
版
本
の
重
複
し
た
項
目
を
削
除
す
る
　

︵
二
︶
③
元
禄
版
本
に
増
補
さ
れ
た
空
想
上
の
動
物
の
項
目
を
削
除
す
る

︵
一
︶
の
用
例
は
︑﹁
鰞
鰂
﹂﹁
猩
猩
﹂
の
二
例
で
あ
る
︒

紙
幅
の
都
合
上
︑
こ
こ
で
は
次
の
一
例
の
み
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
︒

表
３
は
︑
①
初
版
本
の
一
項
目
﹁
猩
猩
﹂
が
︑
③
元
禄
版
本
で
は
﹁
猩
々
﹂﹁
猩
々
b
﹂

二
項
目
と
さ
れ
︑
さ
ら
に
④
寛
政
版
本
が
こ
れ
を
﹁
猩
猩
﹂
一
項
目
に
改
訂
し
た
過
程
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
︒

表
３
・�『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
「
猩
猩
」
→
元
禄
版
本
「
猩
々
」「
猩
々
b
」
→
寛

政
版
本
「
猩
猩
」

『
訓
蒙
図
彙
』

寛
文
六
年
版

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本

猩
猩
︵
巻
十
二
・

畜
獣
︶
猩
々
︵
巻
十
二
・
畜獣

︶
猩
々
ｂ
︵
巻
二
一
・

雑
類
︶
猩
猩
︵
巻
十
二
・
畜
獣
︶

表
３
か
ら
︑
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
︒

第
一
に
︑
①
初
版
本
﹁
猩
猩
﹂
の
一
項
目
は
︑
③
元
禄
版
本
で
は
﹁
猩
々
﹂﹁
猩
々
b
﹂

の
二
項
目
と
さ
れ
た
︒

①
初
版
本
巻
十
二
畜
獣
﹁
猩
猩
﹂
の
本
文
は
︑
別
名
﹁
狌
狌
﹂
を
あ
げ
る
の
み
で
あ

る
︒

又
作
狌
狌
︒

③
元
禄
版
本
の
巻
十
二
畜
獣
﹁
猩
々
﹂
は
︑
図
像
は
初
版
本
﹁
猩
猩
﹂
の
図
像
を
踏
襲

す
る
が
︑
本
文
は
猩
猩
の
色
︑
耳
︑
面
︑
足
︑
酒
を
好
む
こ
と
︑
そ
の
血
を
染
色
に
用
い

る
こ
と
を
詳
細
に
注
す
る
︒

猩
猩
は
︑
黄
毛
は
さ
る
︑
白
耳
は
豕
の
ご
と
し
︒
人
面
人
足
︒
酒
を
こ
の
む
︒
血
を

と
り
て
染
︒

ま
た
︑
③
元
禄
版
本
の
巻
二
一
雑
類
﹁
猩
々
b
﹂
の
本
文
が
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

- 4 -

寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

猩
猩
（
巻
十
二
・
畜
獣
）

猩

（
巻
十
二
・
畜
獣
）

猩

（
巻
二
一
・
雑
類
）

猩
猩
（
巻
十
二
・
畜
獣
）

々

々
b

- 4 -

寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

猩
猩
（
巻
十
二
・
畜
獣
）

猩

（
巻
十
二
・
畜
獣
）

猩

（
巻
二
一
・
雑
類
）

猩
猩
（
巻
十
二
・
畜
獣
）

々

々
b

- 4 -

寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

猩
猩
（
巻
十
二
・
畜
獣
）

猩

（
巻
十
二
・
畜
獣
）

猩

（
巻
二
一
・
雑
類
）

猩
猩
（
巻
十
二
・
畜
獣
）

々

々
b

- 4 -

寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

猩
猩
（
巻
十
二
・
畜
獣
）

猩

（
巻
十
二
・
畜
獣
）

猩

（
巻
二
一
・
雑
類
）

猩
猩
（
巻
十
二
・
畜
獣
）

々

々
b

 （11）
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猩
々
能
言
と
あ
り
︒
形
猿
に
似
て
人
の
面
の
ご
と
し
︒
声
小
児
の
こ
と
く
に
し
て
︑

酒
を
好
む
と
か
や
︒

③
元
禄
版
本
﹁
猩
々
b
﹂
の
本
文
は
︑
猩
猩
が
言
葉
を
話
す
こ
と
︑
そ
の
形
︑
面
︑
声

に
つ
い
て
説
明
し
︑
酒
を
好
む
こ
と
を
詳
し
く
注
す
る
︒

③
元
禄
版
本
﹁
猩
々
b
﹂
の
図
像
は
︑
人
の
姿
で
柄
杓
を
肩
に
か
け
︑
目
線
の
先
に

は
酒
の
壷
が
あ
り
︑
図
像
の
左
に
杯
と
こ
れ
を
支
え
る
台
と
覚
し
き
も
の
が
あ
り
︑
謡

曲
『
猩
猩
』
を
想
起
さ
せ
る
図
像
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
③
元
禄
版
本
は
︑
①
初
版
本
で
は

﹁
獣
﹂
に
分
類
さ
れ
て
い
た
﹁
猩
々
﹂
を
︑﹁
獣
﹂
以
外
に
も
︑
諸
天
神
仙
・
諸
祖
師
等
を

収
め
る
巻
二
一
雑
類
も
﹁
猩
々
﹂
を
再
掲
し
︑
謡
曲
『
猩
猩
』
を
意
識
し
た
新
た
な
図
像

を
加
え
た
の
で
あ
る
︒

第
二
に
︑
③
元
禄
版
本
の
増
補
し
た
巻
二
一
雑
類
の
﹁
猩
々
b
﹂
が
︑
④
寛
政
版
本
で

は
削
除
さ
れ
た
︒

③
元
禄
版
本
の
巻
十
二
畜
獣
﹁
猩
々
﹂
の
本
文
は
︑

猩
猩
は
︑
黄
毛
は
さ
る
︑
白
耳
は
豕
の
ご
と
し
︒
人
面
人
足
︒
酒
を
こ
の
む
︒
血
を

と
り
て
染
︒

④
寛
政
版
本
の
巻
十
二
畜
獣
﹁
猩
猩
﹂
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

猩
猩
は
︑
海
中
に
す
む
獣
也
︒
毛
色
黄
に
し
て
さ
る
の
ご
と
し
︒
耳
白
く
︑
面
と
足

は
︑
人
の
ご
と
く
に
て
酒
を
こ
の
む
︒
血
を
と
り
て
染
︒

④
寛
政
版
本
﹁
猩
猩
﹂
の
本
文
は
﹁
海
中
に
す
む
獣
﹂
と
注
し
︑
元
禄
版
本
﹁
猩
々
﹂

の
本
文
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
︑
記
述
を
若
干
改
変
す
る
︒
耳
が
白
い
こ
と
を
記
し
て
︑

﹁
豕
の
ご
と
し
﹂
を
削
除
し
た
の
で
あ
る
︒

④
寛
政
版
本
﹁
猩
猩
﹂
の
図
像
は
︑
海
岸
に
坐
る
と
い
う
新
た
な
構
図
で
あ
る
︒
こ
れ

は
①
初
版
本
︑
③
元
禄
版
本
と
は
異
な
る
︑
ま
っ
た
く
新
た
な
図
像
で
あ
る
︒

つ
ま
り
︑
④
寛
政
版
本
は
︑
本
文
は
③
元
禄
版
本
の
本
文
を
あ
る
程
度
踏
襲
す
る
が
︑

若
干
の
改
訂
を
施
す
︒
掲
出
語
は
①
初
版
本
の
表
記
に
戻
し
︑
項
目
は
③
元
禄
版
本
の
重

複
し
た
項
目
を
削
除
し
て
体
裁
を
整
え
た
の
で
あ
る
︒

︵
二
︶
元
禄
版
本
に
増
補
さ
れ
た
空
想
上
の
動
物
の
項
目
を
削
除
す
る
例

勝
又
基
氏
は
︑
④
寛
政
版
本
の
項
目
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
︒

元
禄
版
『
訓
蒙
図
彙
』
で
初
め
て
立
項
さ
れ
た
項
目
の
う
ち
︑﹁
人
魚
﹂
や
︑
中
国

の
﹁
狸
力
﹂﹁
猙
﹂﹁
竦
斯
﹂﹁
畢
方
﹂
と
い
っ
た
鳥
獣
の
項
目
が
再
び
漏
れ
た
辺
り

に
一
つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る︶

5
︵

︒

③
元
禄
版
本
巻
十
二
畜
獣
の
末
尾
に
︑
次
の
五
項
目
﹁
狸
力
﹂﹁
狌
狌
﹂﹁
猙
﹂﹁
猼
訑
﹂

﹁
𢕟
𢓨
﹂
を
増
補
す
る
が
︑
こ
れ
ら
の
本
文
は
︑
い
ず
れ
も
﹁
も
ろ
こ
し
﹂
で
始
ま
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
︒

﹁
狸
力
﹂: 

も
ろ
こ
し
柜
山
に
狸
力
と
い
ふ
け
た
物
有
︒
豚
に
に
て
︑
け
つ
め
有
︒
こ

ゑ
狗
の
ほ
ゆ
る
が
ご
と
し
︒

﹁
狌
狌
﹂: 

も
ろ
こ
し
鵲
山
に
け
だ
物
あ
り
︒
さ
る
に
に
て
︑
白
き
耳
有
︒
人
の
ご
と

く
に
は
し
る
︒
狌
々
と
な
づ
く
︒
こ
れ
を
く
ら
へ
は
︑
よ
く
は
し
る
︒

﹁
猙
﹂　
: 

も
ろ
こ
し
章
莪
と
い
ふ
山
に
猙
と
い
ふ
け
だ
物
あ
り
︒
豹
の
こ
と
し
︒
五

の
尾
︑
一
の
角
あ
り
︒
こ
ゑ
石
を
う
つ
が
ご
と
し
︒

﹁
猼
訑
﹂: 

も
ろ
こ
し
基
山
に
猼
訑
と
い
ふ
け
た
物
有
︒
羊
の
こ
と
し
︒
九
の
尾
︑
四

の
耳
あ
り
︒
目
は
せ
な
か
に
あ
り
︒

﹁
𢕟
𢓨
﹂: 

も
ろ
こ
し
三
危
と
い
ふ
山
に
𢕟
𢓨
と
い
ふ
け
た
物
あ
り
︒
牛
の
こ
と
し
︒

白
き
身
︑
四
の
角
有
︒
毛
は
蓑
を
か
う
ふ
る
が
ご
と
し
︒

こ
れ
ら
五
項
目
は
︑
い
ず
れ
も
『
山
海
経
』﹁
狸
力
﹂﹁
狌
狌
﹂﹁
猙
﹂﹁
猼
訑
﹂﹁
𢕟
𢓨
﹂

を
出
典
と
す
る
︒
④
寛
政
版
本
は
︑
こ
の
五
項
目
を
す
べ
て
削
除
し
て
い
る
︒

③
元
禄
版
本
に
は
︑
巻
十
三
禽
鳥
の
増
補
項
目
の
う
ち
︑﹁
も
ろ
こ
し
﹂
で
始
ま
る
項

目
が
次
の
と
お
り
あ
る
︒

﹁
畢
方
﹂: 

も
ろ
こ
し
章
莪
の
山
に
畢
方
と
い
ふ
鳥
あ
り
︒
鶴
の
ご
と
し
︒
一
の
あ

し
︑
あ
か
き
文
あ
り
︒
あ
を
き
質
︑
白
き
く
ち
は
し
あ
り
︒

﹁
竦
斯
﹂: 

も
ろ
こ
し
灌
題
と
い
ふ
山
に
竦
斯
と
云
鳥
あ
り
︒
雉
の
こ
と
し
︒
人
の
面

な
り
︒
人
を
み
る
と
き
は
︑
お
ど
る
︒
み
つ
か
ら
名
を
よ
ぶ
︒

﹁
数
斯
﹂: 

も
ろ
こ
し
皐
塗
の
山
に
数
斯
と
い
ふ
鳥
あ
り
︒
鴟
に
に
た
り
︒
人
の
あ
し

あ
り
︒
こ
れ
を
く
へ
は
︑
癭
を
生
す
︒

﹁
䴅
﹂　
: 
も
ろ
こ
し
大
行
山
に
䴅
と
い
ふ
鳥
あ
り
︒
鵲
の
こ
と
し
︒
白
き
身
︑
あ
か

き
尾
︑
六
の
足
あ
り
︒

﹁
蠻
蠻
﹂: 

も
ろ
こ
し
崇
吾
の
山
に
蠻
と
い
ふ
鳥
あ
り
︒
鳬
に
に
た
り
︒
一
翼
一
目
な
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り
︒
な
ら
び
と
ぶ
︒

こ
の
五
項
目
も
『
山
海
経
』
を
出
典
と
す
る
﹁
畢
方
﹂﹁
竦
斯
﹂﹁
数
斯
﹂﹁
䴅
﹂﹁
蠻

蠻
﹂
で
あ
る
︒
④
寛
政
版
本
は
こ
れ
ら
も
ま
た
削
除
し
て
い
る
︒
④
寛
政
版
本
は
『
山
海

経
』
に
依
拠
す
る
空
想
上
の
動
物
を
掲
載
し
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

四
、『
訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本
の
編
纂
方
針
と
刊
行
背
景

『
三
才
図
会
』
は
︑
空
想
上
の
動
物
を
多
数
掲
載
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑『
訓
蒙
図
彙
』

①
初
版
本
は
﹁
麒
麟
﹂﹁
獬
豸
﹂﹁
騶
虞
﹂﹁
鳳
凰
﹂﹁
蛟
﹂﹁
龍
﹂
等
の
瑞
獣
を
除
い
て
︑

空
想
上
の
動
物
は
一
切
掲
載
し
な
い
︒
④
寛
政
版
本
が
空
想
上
の
動
物
を
削
除
し
た
こ
と

は
︑
①
初
版
本
の
撰
者
中
村
惕
斎
の
本
意
に
回
帰
し
た
こ
と
な
る
︒

④
寛
政
版
本
の
越
前
力
丸
光
撰
﹁
増
補
訓
蒙
図
彙
序
﹂
は
︑
①
初
版
本
の
中
村
惕
斎
撰

『
訓
蒙
図
彙
』
を
啓
蒙
書
と
し
て
評
価
し
て
い
る
︒

自
リ
ハ

レ
非
ル

レ
有
ル
ニ

二
善
︳
誘
ノ
在
ル

一
︑
殆
ド
不
レ
可
レ
得
︒
於
レ
是
有
リ

二
若カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ

中-

村-

氏
訓-

蒙
図-

彙
之
術
一
︑
可
シ

レ
謂
ツ
善-

誨
不
ル

レ
倦
者
ノ
ト
︒

︵
善
誘
の
在
る
有
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
︑
殆
ど
得
べ
か
ら
ず
︒
是こ

こ

に
於
い
て
若カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ

中
村
氏
『
訓
蒙
図
彙
』
の
術
有
り
︒
謂
ひ
つ
べ
し
︑﹁
善
く
誨
え
て
倦
ま
ざ
る
者
﹂

と
︒︶

④
寛
政
版
本
の
春
荘
端
隆
﹁
跋
﹂
も
ま
た
︑
①
初
版
本
が
童
蒙
を
教
導
す
る
だ
け
で
な

く
︑
深
く
学
問
を
研
鑽
し
た
学
者
に
も
有
益
な
書
と
し
て
高
く
評
価
し
︑
当
時
の
人
々
に

珍
重
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
︑

惕-

斎
先-

生
所
レ
著
図-

彙
︑
其
意
ノ
所
レ
属
︑
蓋
亦
在
二
乎
此
一
︒
其
ノ
書
奚
ソ_
翅
訓-
二

導
童-

蒙
一
云_

爾
︒
雖
二
宿-

儒
老-

学
一
︑
亦
有
三
資
テ
以
広
二
致-

格
之
識
一
︒
家_

珎
人_

藏
︑
良
ニ
有
レ
以
哉
︒

︵
惕
斎
先
生
著
す
所
の
図
彙
︑
其
の
意
の
属
す
る
所
︑
蓋
し
亦
た
此
に
在
り
︒
其
の

書
奚
ぞ
翅た

だ

に
童
蒙
を
訓
導
す
る
の
み
︒
宿
儒
・
老
学
と
雖
も
︑
亦
た
資
け
て
以
て
致

格
の
識
を
広
む
る
こ
と
有
り
︒
家い

え

珎ち
ん

と
し
︑
人
藏お
さ

む
こ
と
︑
良ま
こ
とに

以ゆ
え

有
り
︒︶

刊
行
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒
　

従
二
寛-

文
一
逮
レ
今
ニ
︑
殆
ト
百
幾
十
年
︒
版
已
ニ
就
二
刓-

缺
一
︒
今_

玆
寛-

政
己-

酉
額

_

田_

氏
主-

人
嘱
二
下_

河_

邊_

氏
ニ

一
︑
移-

二
写
舊
様
ヲ

一
︑
再-

刻
剞-

劂
︑
而
精-

工
縝-

密
︒
視
レ
舊
ニ
有
レ
倍
コ
ト
焉
︒
刻_

成
︑
請
レ
余
以
二
一-

語
一
︑
余_

謂
フ
︒
近
ロ
有
二
春-

朝

-

齋
山_

城
名-

所
図-

会
一
︑
亦
以
二
図-

繪
之
故
一
︑
盛
ニ
行
二
乎
世
ニ

一
︑
朝-

摺
暮-

印
︑

洛-

陽
紙_

貴
︒

︵
寛
文
よ
り
今
に
逮お

よ

び
て
︑
殆
ど
百
幾
十
年
な
り
︒
版
已
に
刓
缺
に
就
く
︒
今
玆
に

寛
政
己
酉
額
田
氏
主
人
下
河
邊
氏
に
嘱
し
︑
舊
様
を
移
写
し
︑
再
刻
・
剞
劂
し
︑
而

も
精
工
縝
密
な
り
︒
舊
に
視
べ
︑
倍
す
る
こ
と
有
り
︒
刻
り
成
り
︑
余
に
請
ひ
て
一

語
以
て
す
︒
余
謂
ふ
︑
近
ろ
春
朝
齋
山
城
名
所
図
会
有
る
も
︑
亦
た
図
繪
の
故
を
以

て
︑
世
に
盛
ん
に
行
は
れ
︑
朝
摺
り
暮
印
︑
洛
陽
紙
貴
し
︒︶          

　
　

つ
ま
り
︑
①
初
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
寛
文
年
間
か
ら
寛
政
元
年
︵
一
七
八
九
︶
に
至
っ

て
︑
百
何
十
年
経
り
︑
元
の
版
木
が
す
り
減
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
そ
う
し
て
︑
額
田

氏
主
人
が
絵
師
下
河
邊
拾
水
に
依
頼
し
︑
①
初
版
本
に
倣
っ
て
絵
図
を
描
き
直
さ
せ
︑

再
び
版
木
を
彫
り
直
し
た
︒
ま
た
︑
④
寛
政
版
本
が
刊
行
さ
れ
る
九
年
前
︑
安
永
九
年

︵
一
七
八
〇
︶
に
︑
秋
里
籬
島
撰
︑
竹
原
春
朝
斎
画
『
都
名
所
図
会
』
六
巻
が
刊
行
さ
れ

た
︒
好
評
を
博
し
た
た
め
︑
天
明
七
年
︵
一
七
八
七
︶
に
続
編
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
が

刊
行
さ
れ
た
︒
名
所
図
会
が
風
靡
し
て
い
る
な
か
︑
書
肆
の
人
は
︑『
訓
蒙
図
彙
』
を
狙

い
目
と
し
て
︑
増
補
版
を
刊
行
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
︒

む
す
び

④
寛
政
版
本
は
︑
③
元
禄
版
本
が
細
分
化
し
た
項
目
を
統
合
し
︑
増
補
し
た
た
め
に
重

複
が
生
じ
た
項
目
︑
空
想
上
の
動
物
を
削
除
し
て
︑
①
初
版
本
へ
の
回
帰
を
志
向
し
て
い

る
︒
ま
た
︑
④
寛
政
版
本
は
︑
本
文
の
内
容
は
元
禄
版
本
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
も
︑
序
跋

で
は
︑
③
元
禄
版
本
を
言
及
せ
ず
︑
中
村
惕
斎
の
原
著
①
初
版
本
を
大
い
に
賞
賛
し
て
い

る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
④
寛
政
版
本
の
編
纂
に
際
し
て
︑
①
初
版
本
を
強
く
意
識
し
て
い

る
︒絵

入
り
百
科
事
典
『
訓
蒙
図
彙
』
は
︑
初
版
の
際
に
好
評
を
博
す
の
み
な
ら
ず
︑
刊
行

の
百
何
十
年
後
も
︑
童
蒙
な
い
し
学
者
に
有
益
な
書
物
と
し
て
高
評
さ
れ
︑
大
き
な
変
容

を
遂
げ
つ
つ
︑
強
靱
な
生
命
力
を
見
せ
て
い
る
︒
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注︵
１
︶
旧
稿
で
は
②
寛
文
八
年
版
本
に
言
及
し
な
か
っ
た
が
補
訂
し
た
︒

︵
２
︶
拙
稿
﹁『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
初
版
本
か
ら
元
禄
版
本
へ
―
大
衆
化
の
位
相
を
め

ぐ
っ
て
―
﹂︵『
文
化
・
情
報
の
結
節
点
と
し
て
の
図
像
論
文
集
︵
仮
︶』︑
晃
洋
書

房
︑
二
〇
二
一
年
三
月
刊
行
予
定
︶︒

︵
３
︶
使
用
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
寛
文
六
年

︵
一
六
六
六
︶
山
形
屋
刊
版
本
︵
一
一
七
―
一
八
︶︒
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
元

禄
八
年
︵
一
六
八
九
︶
版
本
︵
特
一
―
一
九
一
〇
︶ 

︒
同
図
書
館
所
蔵
・
寛
政
元
年

︵
一
七
八
九
︶
皇
都
書
林
九
皐
堂
刊
版
本
︵
特
一
―
一
六
一
四
︶︒

︵
４
︶
注
︵
２
︶
に
同
じ
︒

︵
５
︶ 

勝
又
基
﹁
江
戸
の
百
科
事
典
を
読
む
―
『
訓
蒙
図
彙
』
の
変
遷
﹂︵『
月
刊
し
に
か
』

第
十
一
巻
︑
第
三
号
︑
二
〇
〇
〇
年
三
月
︶︒
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